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生固幽釘学ガヽ)画法議信学ヘ

§・1 はじめiC

こtで は、立体図形と.定義 容猥。た
理′間燎と論鷲古ャば卜′天経的嘲獅 し
ていtた 、ヽと思しヽます.

暴繊略|に は,d瀬
「

平面―晨離ニー円潜ニー

角鏡―円盤―ズモして響噸拷去ヒ違めたも:

53纂認鰤 Fl'鼈策
何 学に重点をあくことになりそクです.

軟撃ι学パ上に'崎江り降大切で,こ の
日の準英oよ うなネ銀 な学び方でlよだ磯L
です。で1ま。輪静tだヴとた分尊習す人ぼ1ミ

tゝ かと申Lま すと。それのみで構力ltき ,
オぜふヒよう.ヒ■で

｀
3も う1っ 大切なこと

は、。その掌FEIの 最史
`も

′社会的な省象色も
ぎ八ミtとです。 どルな|ミ ¬ばらLt、 犠諄

`3毛 E4・ を 見も′そ の数学者佃た のスカ短 じ

引だヽルltt t)3だ｀
けで博′学F・l在す3性畿μ

:難講隻,鷲霊的智曇職亀新
・            ・

-  1

中で
1の位量づ・けぶ■,ヒ六切なりで:す 。

k論 、
Iも ご真1:震‖ 糠 譜

意味産彗ず と3と こ.4な tんの中に,生

きた導F.lと して。友長 しを展
=し

っづけ3の
です。

そこで′ルは,ミ のフ・リツトで 空間着
有事盤曖論的民組虫てつ>歴史

“

.瑯
な面上ヒttぃ と思、ヽ車すが′時間∬少t〕

ので継お主とな
海L讐億1嘲繁盤そうです。そこで
`で

フロリアン・カニヨリー 着
′〕ヽ 倉 金 と 勁 君投

和 管 棋 手 史 t■下)

で 織 つて下さtヽ・
1166、 日、lマ

ト



12公理群

〔五212点 を通3直線峰
"嗅

―紘 ずめ3。

丁|~~…
~~1ご ――~1

lK3〕 1直 1練外り1点を通って、■o直晨
k平行な直後博,ta―存在であ|.

_1_… ……_二 __■
'

〔K十〕1子輌と2点 t贅右すo饉燎は,

くての平面に含まなる。

〔K51 11,11il:l｀ 3点と涎螂』子面lt,

′ 

‐~~0'~~~~~“ ~ガ
/

′

′                        ′

′ ・●      ・々   ,ノム……… …___… ………
“

と2っ の部分にわけo.

2点と結ぶ勧
失有す3。

摯J餞 2曲謄彰7_こ眸1

面上にぁって交わらない

2

2直翻 同一千
ことであ■.

―



i3 埜戒趣

〔TlLl直糧|:難1景警ξFl点 t答む平
′ ~~~~~~― ― ―

・-7

〔丁31ξ
FT石

竃2直麟緯〕|キ百二ガ睫

〔141平面上あ1点、と、 こ。千m外の1点
とき鳥無島餃l↓ 、獄ず存在じ,こ の子
面ヒ直線とは崚だ1ヽ点 0ひ t夫有す3.

〔TSl l点 t穴 有す3湘異な32平面:‡′嚢
だ1,o直盤 贅右す3。

/   ・′
′

′

/ ′

だ ′
′

/辞絆1トョェ
ム ___=___…

… _― ―_ノ

麟 工=17.11と iti?こ 1とで来たす3千面工色
あらわすことにLミラ・
ヨ:｀ とは

「
平面か喰―存在であ3ことt

ありあすことlミ tよう。

〔T2〕 1点縫 62壼漁喜、1平面とえ齢
3b(力吠わ5ユ 呻晨博′1〒 磯t夫
綺 |.ク
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§.4 織習問題 1

(|)1,。子面とスえ寸3条件なのべよ。

り)2,づっ。相異なぢ2点でたゎる3直
巖4・ 同一千轟上にあぢ1

(3)2っ ブ,.三 に平行な3遠麟い′`何人

ち笙警策計鶉ItttlFイ
本

“

)有 れの3点七′日―整霰虫になぃ4ふ
Jヽら33点争つとたlミ 毅bの平面t求
め3が .

ユ5直線ど平穐とo年ィす

崚義
1)野L島こ乳J趣重辞蔵憲
3と し、ぅ 。

Q

a′ L

向

位:徹 `二

iミ護Fttrtヒ
1千面この自係

肛611っ の手面と,こ れに手行な1つ の直

舞:,電ピ
F面との大繁熱t,そ の直線

F子

唆↓

ヽ
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ｐ
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〔T6〕
里」FF[品 。

な直線卜。この子面
,て平fT~な直漁に な

くこの子面k合鋼 tろ .

Q――…………

「E:」レal→ `C【

肛

`〕

K2同じ直晨1奸FTな 2平面の交線
は,二 の直線に平石誡SSあ 3。

1-―
_二 _・

:

:   |ら だ′R

「
7〕 月竹しな2直線のイ方tなみ化を合

よな｀`子面||′ ′他の直線K確であ

「
7〕 K平有な2直督零婦&島tt2子軍科奪機: :

・つ
胸色彗Tttl→ ar4//4

「
8〕 日_直線k月陥iな 2直仙3.また

二 K平行である。

〃:l→υC

(■ 〃

`〃

c→ α〃c)

亀
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§、6績習日晴 12

0)同 一平面上になぃ十点■,結んで̀で を3
4単啄 生闘4■ 7F/′ コゝ )ユ イ運彰)は
魚mlJあるか。

0三 4理彩ゎ碁動 中点lキ・イフの平行
千理彰o頂点とを 3。

(3)でっの平面か。
:L告指軍勇ζ静1属ご彗舞推解
…

、

1、 7 平面と子面との子fT

,FJ晟
〕
tl,L隼番[L笙香車義義ち:11:,「′

π:1町=0011′L
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〔Iで101 子年な2直線pl,κ交ゎ3平 面
|ホ 「在鱒饉:集 tヽたおo.

紅11〕 K2,職―Ⅲ子面1■手術な2つ
‐の~平磯lt′

ふt二に平行である.

d″β〃夕→ く′″
マネ

打121 17の 平面が,平行な2平機漱iゎ

0こき: その九麟はまた互k平行であ
3。           |

浄
~■
/フ
ノイ く
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″

π
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肛 ll〕 KI 薇
離

平
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πi//π 2
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].8霧囃F.n題 3

(|)2っ の予行直1線が′2っ の子イ1平衝で
切りとうた3メ象分のこミl備 磐しし、・

f2)同一平面上にない2直縦Jゞぁぢとこ′て
の1つ t合んで化に平行な平面は′崚―
存在であ3。

(3)同 一平蔵Lに なし、2島後olぅ
・
■をん

で他噺 な2っの子面lま ,ま た互に平
行で'あ 3。

(4)虫 FE1 4理影ハBCDの 1黙の対辺ハ3′

CD t、 そ

“

tぞltt Qで

点をそJtズ
｀
lt R′ Sと すJtlお .

スS ISD〓=BRtRC
であ3.

19 平面の岳漁

掟義〕平面上のマ点
111を。1轟絶[書:暑3こ の平面上ので

貯:驚雅■羅1ヨ貫熱だ]
とtbう 。

従約 ∩好面)=こ と呼ミぜ

〔T13〕 2直線の交点亡通り′その各巌 二な
直剰議事′はじめの2直御 たヾめ3平面
k姜菫でぁ3.

′
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〔T141 1直無 の1点二月1っ て.ミ の■紋
に壬菫な平面lt′ 岨L―有庄で'あ る.

3革れ→・・

1lo 直数と直線との間の角
麟JO日―止繰 lミ ttヽ 2直1勲)なす角と

は,在ミoイ 点■通って, この2直線
に平fTな 道織のなす角

・
で,ぁ 3.tLこの

rrξ脅,3晋
い
tili″

tた 21繰lt

?d亀
∠ら

`=θ

[■ 1311っ の平面上の平行でない2通繰の
各た壬達な重1勲名 この子面に受達で
あ3

t∬
:ri→ィ・・
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ITlsi K

:tl;。→イ上
`

肛 16〕 平面上の1つ の姜級のメし らヽ,こ の
平面に合ホ1こ 3直漁 k tt tヽ た姜頼ゅ足を,景 の々垂

   壼率」11雪ど麟alt,ゼ。直1

糸の,趣里,

〔T16J Kl 平面タトの1点ィ、).こ の平面と

平面上の1つ の直数に垂漁431け

為

“

1晨tl鼻ff彗:「摯
lt′

〔π16〕 打2,っ ぁ点1通

".1っ
の子面に

垂直な重畿lt,唯言存在であつ.

?Ct■I→ ョ,上 PCt■■→ヨι

寸の上面平

３
．

の
あ

く

ぜ
・
直細

離
垂

線
醗
州
　
一″

平
頌
ド
十
Ｎ

:→
ハB・

`

製３Ｈ↓

翫

リ

午
ｃ
上
上

Ａ
４
洲
舶

＋

・

(司

°
Ctl・ 肛ld lT161К I.『 161κ2 この3,0た凛lキ

面線 有学o=轟観齢農に鯛 Fな機 に
はたLて tゝ 1.

10:



(II'7〕

〔T:マ〕H同‐千面に垂直晨01饉漁ふ:二 に
子イヤであろ.'

a上■‐上ι→ a//ι

無183K 日二競 に負饉女2つ の平面は,

互に千有である.

■11■12→■′12

面平
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“
　
　
　
　
に

壬に
・
　
　
　
↓

ヽ

ｌ

Ｉ

Ｊ

つ

一●

■

■

一で

あの
で
　
　
　
げ
は

薇
直

直

重

２

も

〔T・ l,〕

麟属凛「准1:電理冒:11,夕貞な

1イキ}→ イlt

11.



∫.11 2平行平面Funの躍漁

〔主義〕平行な2つ の平面k垂直な直後,″ド′
この2っ の平面で'切 りとうJι3新め の

長tt,こ の2平行平面間の距吉ことい
う 。

R98J田貯…芸lQttcOd

■〃7E2の 間のlE推

鯨博〕子面タトol点と,こ の平面上の点と
t緒ぶすべての議分のうち.

(1'垂獅 長さが最′|ヽであ3.
(2,2つo斜懲りぅちで1ま ,その民だ

重嵐り足ガ、ぅ磐距数にあつもの専
相等しく.EE出住の人でな方は影離
のノl｀ r`Jォょリニ大て'あ ぅ。

ハR上■→ 471●喝 .ハ :い
ヽ

ア乳■3→ ハR=ハL

“

H〕 K 平面クトの1点 と′この手面上のすへ`
ての点と結ぶ幾分のうち
(1)線分の長 本ヽ最ガ、であ1こ 1轟晨で。

め■,

12)2つ の葬精氣のうちで,て の森分の
長てお廂等Lけ た1社 料理0足は,

f櫛 足ホら書″雄よあ3.も ι晨
分の長てお湖等しくなりlι lぎ

b′

斜ュ
の足lt i漁の足J｀ ら,懸介の長ミの
大FJ 3方ルや長書のノ1ヽ な3オょりも人
きい獅鹸ため3.

戯 鯨191k lょ

スRく ハa′ AP3,ハ P4′…→澤W‖コL

AP2=A73→ ■72‐11

メ74く 17J―→174く 173

ET・
19Jの運史理であ3.

■72く174→ ハLく ハ74

― 12-



二12 点
‐
こ平薔とのFulottE推

〔た義〕1つ の点から.その平面k馴 いた基
瀬p長 さを,この点と♀面たOЦIo距
感腱Lヒ tヽ わ.

P,:点 Pと 平面Iヒ oLlの 舞猿

(間)点 と子預との間の平権色主苺oょ う
にた義でこる理由博年か。

P‥

―

―

卜

ｈ

‐
―

ふB落規I‐間順4
(1).2,9密な子面間の距極■,こタニ

平輌でtuり .と うよ

`ビ
んな線働はり毛″ヽ

ざい .

・(2,平爾の斜線は・その足産邁崎平面上の
・3●以上の道湖に直負tなすこと

・
ltで き

f4・ t3.

13〕 どの2っ t同一子面上にないコ直線バ
あつとを,その■うに子有■ 4に 02フ
に史わる直萩涎ヨけ。

先城:軍轟蠣纂籍
2直おr

一一―(13



ユ14 正射影

〔た表〕1点から′ 1平面:ミ 下とた重痴 足
ι′その点oこ のキ面への工お影とい
う。

?・ 170■への正特影 社3のルψ工表影

ttlt工お影のミと富単に舶影挙もいう。

酵均ユ このような工平後を′1'膨平面と
もぃう。     1

■ 日F'お認躍難

“

20〕 平面に垂直きなtヽ 直線bこ の子面に
投争 3正お7//1‡′1つ の直象であ3.

lul, 1フ 。平面の斜縦お′その子面■に
製赫。つ工粛形とのなす角博,こ の艤
がての平面上にあら僣境lo直線と0な

ず白より人tiFrJt｀
1

千期_  =∠ ιィ
1■■  →  ∠イ′た=10°

莉
膨
球

１

３

三

Ｊ

の

た

中

硫
が
畔

機は
の子面

”鰍
肛

田

正

図

・

の

鳴

”―。
．フ

ト　
　
一
”

ア
■
二則
貯

‥７
‐
・れ
岬

■
投
川
【

ｔ

ｔ

影

―  (14:―



ユ15 練適間級 5

(1)平薔と角0となす受さたの線分の′ こ
の子面への工舶影0・ミ

=|ネιtt θ
である。

(21三角形の4フ の子衝へ,■彙影の三角
|も との二白影の金lじで,ぁ つ.ツの壺だ應′

0同 一平菫Lにない2直線た炎わり, 1
つの各ん多れた平磯に垂重/J饉織そaけ.

〔定彎

116 /2面 白の平面負

ボ右ol二畿で破られた2っ の幸面
は,2面 白tな すとぃう。

11ぶ重盤ち倉:
の平薔角とヽ,ク・
すとこ′直2面 角

こtゝ う.

rル
の向でt与 えて

卜乃ι Z2に ■ぬろ向さに

3

■心ならぽ′

重強菫という。
角ιいう、

鯨
", 1っ

お千薔o義新ヒムをも平面は′
の平面に歩違であ3.

輩延りのねじti鸞
・した

こ選′ねじオlの 向きに

'面
角ァ:卜lL t正 のユ

反対の場合lキ ■o2面

一
レ

15 )  1
Tl麟OCT2T→ πlユ 亀



"コ

2〕 k lっ の平面上の1つ の直後t合銑
この子面に垂直な手薔|ホ ,喧―なな
であ3。

〔丁
'3311どlti通ll112カ」:片議『

めの平薇止合ネ北3.

.二土L}→嘔

〔■241 ねたゎ32平面か′とも̀
ミ

丼3の子
面に圭菫

^な

らば,は じめの2平薔のた

」ffFll′→>1叶■

1■¬罰→ヨた

館25J 平行でない2■薇お場 34tた とき′
そよぅと同時点直角焦たわ3道織お 1

本凛 てただ
。1材左す3.

齢■ ?QI・ 与えられたネニ線 ι日の共二義象

『
267 1フ の手面上の薇Jり。他の手面上

れ1「資g霧革就解需組
tJヽけたものに等しtヽ・

一
 (16



f。 |マ  練督門燎 6

(l)射影につぃてああ 3つ の命燎tttBI
t↓・

r)1虫縛り′平行2平面への射彬は平
行であ3.   

｀

(口11線分の2平行干百への象影ll力等
し :ヽ

0』
1,署7の

,平 行2子 面
↑

の有影凛

129共点な3直線の心が` 他の2二繊|こ 夕止
ならlざ′ミltら ,直者に2つ あて心tt3平

面事′互に垂直τ°あ3.

t3D 3つ の子百の各Jr,租 の率つたを直な
らな そJこ うの交湛bttlれ も)プJct在
に■迪であ3.

一
 (17



■場
災芸慶覧重

孵 の生ぃ齢 .

酔呈彙1宣読t‖螺難疑彙ふら一

翻   ∫ど
ところべ Renω ssucCの 代数学は'た

だ記号色整備しただけだつたoで
t tFRAr巨

のDescaVteso31ぃ l`30jO時 にな1て
,

機k蓼の記ヨヒtわめて一―辻圏嘲導

代枚学oカスt難有学に一…解着細 ニ

が自拍さ4ι た0

爆 就 ti

学3組誡|

―
 (18
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r― |マ 83),

E賦10, (|マ 07～ 178⇒′などのチ
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まり前た Lt
Desar9Ц 6ズ 1593～「

“

0・

■2scal′  0`刀～|`62)′

花晨 しててたハ 当時の人

口とながった″

18磯

躙空鷲亀粒Jl■
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